
数学（選択科目） 全学統一方式（文系）、学部個別配点方式（文系型）全学統一方式（文系）、学部個別配点方式（文系型）
【出題の基本方針】
高校数学における数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ、数学B（ベクトルと数列）の学習
指導要領の範囲内において、受験生の基礎知識の習得を確認すると共に、その
基礎知識を応用する力、論理的な思考能力、そして文章を読み取り、その状況
を数学を用いて表現する力をみる問題を出題した。公式をそのまま使って解
くような基本問題は最小限にとどめ、解答に工夫が求められる応用問題を中心
に、数学Ⅰ、Ⅱ、A、Bの各分野から満遍なく出題した。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分のものです。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 3次関数の応用、図形と計量、数列 記述 40

80分Ⅱ 確率・対数・微分 記述 30
Ⅲ 確率・漸化式 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
・�教科書の内容を徹底的に学習し、基礎・基本を身に付けることが何より重要である。併せて、発展問題にも挑戦することで、思考力や洞察
力を養うことが大切である。

・�定義や公式の単純な適用では解けないような複雑な問題に対応するためには、定義や公式を単純に暗記するだけではなく、それらの意味や
導出過程、構造を深く理解することが大切である。

・�文章の読解力や表現力といった国語力を高める必要がある。大問Ⅱでは長い文章を丁寧に読み解く力が、大問Ⅲでは解答のプロセスを論理
的に記述する力が試される。普段から新聞や書籍を読み、論理的な文章を書く訓練を日々繰り返すことが肝要である。

・�社会的な様々な問題を数学的に表現することで、問題の本質を抽象化し、洞察し、考える問題を大問Ⅱでは出題している。社会問題にも関
心を持ち、それについて考える習慣を持ち、幅広い教養を身につけることは、どの教科においても大切である。

・�文字を丁寧かつ正確に書くことを習慣づける。一般に答案とは、採点する人に、自分の思考過程やその結果を評価してもらうものである。

数　学 理系型3教科方式、薬学方式理系型3教科方式、薬学方式
【出題の基本方針】
大学入学後に学ぶ数学の基礎となる内容、すなわち、方程式、図形、データ
分析、場合の数、確率、整数、三角関数、指数・対数、微分・積分、ベクトル、
数列に重点を置き、計算力と高校レベルの基礎、およびその応用力が身につい
ているかどうかを測ることを基本方針とした。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月2日実施分のものです。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 図形、指数・対数、数列、三角関数、データ分析 記述 25

100分
Ⅱ 微分・積分 記述 25
Ⅲ 空間ベクトル 記述 25
Ⅳ 場合の数、確率 記述 25

合計 100

【学習のポイント】
・�【出題の基本方針】に基づいて出題している。典型的な問題を多く出題しており、標準的な解法の習得に加え、複雑な計算を着実に遂行する
力が必要となる。

・�融合問題も出題しており、問題文から出題の意図を理解することが、短時間で問題を解くことにつながる。別の解法をも考えられるような
余裕のある学力を養ってほしい。

数　学 全学統一方式（理系）、学部個別配点方式（理科1・2科目型）、共通テスト併用方式、後期分割方式全学統一方式（理系）、学部個別配点方式（理科1・2科目型）、共通テスト併用方式、後期分割方式
【出題の基本方針】
高校数学における基本的概念の理解度、計算力に加え、論理的思考力も含め
た数学の総合的学力を評価するため、穴埋め形式によって様々な分野から出題
した。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月2日実施分のものです。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 二次関数、三次関数、三角関数、整式、積分 記述 25

100分
Ⅱ 空間図形、平面図形 記述 25
Ⅲ 微分、積分 記述 25
Ⅳ 場合の数、数列、極限 記述 25

合計 100

【学習のポイント】
・�各単元の基本的概念を理解することが第一歩である。概念の定義や性質を憶えている必要があるが、ただの暗唱では意味がなく、必要な時
に使える形で憶えていなければならない。そのために、各単元の練習問題が有効である。ただ機械的に正答を求めるのではなく、各概念の
定義や性質を意識しながら解くことが重要となる。

・�次は各単元の概念を使いこなすことが目標となる。各概念についての経験の幅の広さが重要である。1つの問題に対しても図を使って考えた
り、具体的な値を代入して考えたりするなど、イメージや実感を持って問題を解くことによって、より多くの経験を積むことができる。また、
すぐには解けないレベルの問題について、試行錯誤をしながら焦らずにじっくり考えてみることも有効である。複合問題と呼ばれる様な複
数の単元の概念に関連した問題を解けることは 1つの基準になる。

・�問題をよく読み、内容を理解することは前提である。数学の問題文は冗長性が無いか極めて低いという傾向にあり、拾い読みは通用しない。
普段から問題の意味をきちんと理解する習慣を身につけて欲しい。

・�字は読める様に書こう。こだわり過ぎる必要はないが自分や伝えたい相手が読み間違える様では勿体ない。これも普段から習慣化しておこう。

物理（理科）
〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月2日実施分です。

内容 形式 配点 試験時間
Ⅰ 力学 マークと記述を併用 34

80分Ⅱ 電磁気 マークと記述を併用 33
Ⅲ 熱力学 マークと記述を併用 33

合計 100

【学習のポイント】
・�使えない公式をいくら覚えていても意味はありません。公式や法則を学んだら、やさしい問題を解いてそれが使えるようにしてください。
それが自由に解けるようになったときが、その公式や法則を理解したときです。

・�演習問題は解ければ良いというものではありません。一つの問題に対して、計算して方程式を解く、エネルギー原理を用いる、グラフに書
いてみる、微積分を知っているのならそれも応用してみるなど、様々な見地からアプローチをかけて最も自分に適したやり方を探求してく
ださい。

・�教科書などのまとまった文章を読んでください。そこには、断片的な知識をつなぎ合わせて一つの体系にまとめていくということが書かれ
ているはずです。それがわかったら、少しでも良いので自分のやり方で考えてみてください。

・�文字は丁寧に書いてください。アルファベットやギリシャ文字や記号等、読む人がきちんと区別できるように書くことを心がけてください。

【出題の基本方針】
　高校物理の学習指導要領および教科書「物理基礎」「物理」に準拠し、力学、電
磁気学に加えて、波動と光、熱、原子の各分野からバランスよく出題した。
　大問ごとに一定のテーマによる物理の記述を行い、その中で物理の理解度を問
う設問、用語や知識や公式を問う設問、式変形を行なう設問、グラフを用いる設
問などを様々なレベルで問い、全体を理解し読み解き考える能力と、様々な知識
とその運用能力とを測る問題を出題した。
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